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第1章　 諸 論

血液生成の中心をなす ものは骨髄であ る事

は周知 の事実であ るが,又 一方骨髄物質投与

の造血機能に及ぼす影響に関 して も可成古 く

より研究 されてい る.宮 川教授1)の ア ウ トホ

ルモン説に よれば,一 般に組織及び臓器の実

質細胞は之を生体内に注入す る時は吸收せ ら

れ て其 と同種の組織若 し くは臓器の実験細胞

に作用 し,而 して其 の時吸收せ られたる細胞

成分が適量なる時,該 組織細胞 の有す る固有

の生理的機能は刺戟され,従 つ て其の臓器の

機能は亢進す る.之 に反 して吸收量多量な る

場合は,注 入せ られた る細胞成分に依 り,該

臓器の機能は障碍せられ,遂 には退行変性に

陥 り,壊 死を招来す るに到 るとい う.骨 髄 に

就ては大野2)は 成熟家兎の骨髄細胞成分 を非

径口的 に投与す る時,骨 髄 機能は特 殊の影響

を受け て血液像の変動を惹起 し,而 して骨髄

組織が骨髄機能を亢 進せ しめ るに適 当な量は

体重Prokg 0.5gな りと云つ てい る.教 室平

木教授,大 森3),藤 井4)等 も骨髄 を径 口的 或
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いは非径口的に投 与した場 合,赤 血球新生機

能亢進作用のある事を認 めてい る.又 斯か る

骨髄 の造血機能亢 進作用を治療界に応用せん

もの と諸家に依 り研究 され,種 々の業績の発

表を見てい る.扨 て近年内分泌学 の進歩 に伴

い,一 時医療界 より影 をひそめていた臓器療

法が抬頭 し,特 に ソビエ ト医学 の冷蔵皮膚移

植療法に示唆 を得て,脳 下垂体 埋没療法が広

く行われ るに到つたが,教 室の岡本,溝 手,

抽本5)等 は家兎を用いて骨髄 埋没術を施行 し,

造 血促進作用のあ る事,特 に体 重Prokg 0.5g

の骨髄を用いた場 合尤 も 著るしい作用の存す

る事を認めた.然 し乍 ら骨髄埋没 に関す る研

究は可成古 くより行われ てお り,頓 宮6),浅

田7),上 田8), Loeb9), Bull10)等 の 報告が あ

るも,い づれ も外科的治療面に及ぼす骨発生

に関す る研究 にして,造 血機 能に及ぼす響影

は 見ていない.余 は骨髄 埋没 に依る造 血機能

促進作用の機転を窺わん とす るに 当 り,造 血

と密接な る関係 を有す る鉄代謝 と,全 身臓器

組織に広 く包含せ らるる所謂網内系 との関係

を明 らかにせん と企図 した.即 ち鉄 代謝への

影響の重 大性は もとよ りであるが,又 網内系

も清野11)以 来造血に関 与す る事が提唱 されて

お るか らで ある.余 は先づ 異種動物 骨髄 を理

没 し,血 清鉄 量の消長 とAdler u. Reimann12)

のコンゴロー ト法を用いて網内系機能を検し,

加 うるに臓器組織鉄定 量及び鉄染色を も試み,

次 の如 き成績 を得たので報告す る.

第2章　 骨髄埋没に よる血液像,血 清鉄

及び網 内系機能の変動

第1節　 実験材 料並に実験方法

(1)　実験動物.　すべ て体重10Kg内 外 の雄

性成犬を用い,実 験を始 めるに当 り10日 以上
一定の環境 の下に,一 定の食餌 を一定時間に

与えて飼育 した.尚 犬鉤虫寄生に留意 し浮游

法による検便寄生虫卵検出を反復施行 し,鉤

虫卵を証明せ る 犬にはテ トレン3乃 至4gを2

回乃至3回 投与に より駆虫 し,糞 便中鉤虫卵

陰性になつて10日 間以上を 経 て 実験に供 し

た.

(2)　 埋没 材 料 の骨髄 並 に埋 没 法.　埋 没 す べ

き骨髄 はす べ て生 後3ケ 月以 内 の幼 若 家 兎 の

骨髄 を 用 いた.即 ち家 兎の頸 動脉 を 切 り放血

致 死 に 到 ら しめ,其 の 四肢 骨 を 肉 片附 きの ま

ゝ10,000倍 昇汞 水溶 液 中 に浸 し,滅 菌せ る器

具 を用 い て 肉片 を骨 よ り剥 離 し,次 いで 骨 を

ア ル コー ル に浸 せ る ガー ゼに て拭 き,よ く昇

汞 水 を拭 き 去 り沃 度 丁幾 に て 消 毒す.か くし

て消 毒 した骨 を滅 菌せ る骨鉗 子 を 以 て割 り,

骨髄 を取 り 出 し滅 菌 シャ ー レに 入 れ, Peni

cillin水 溶 液 を ふ りか け 直 ちに 埋没 に 用 いた.

骨髄 埋 没 に は先 づ 犬 を3%塩 酸 モル ヒネを

体 重Prokg 0.3cc皮 下 注 射 して麻 酔 し,固 定

器 に 固定 し大 腿 筋膜 下 に無 菌的 に 埋没 した.

(3)　血 液 検査 法.　 血液 検査 に 当 りては人 工

的 変動 を 及ぼ す べ き諸 種 の条 件 に注 意 して之

を廻 避 し,器 具は すべ て同 一 の もの を 使用 し,

採 血は早 朝 空 腹時 とし,耳 孕 静脉 を 穿 刺 して

採 血 した.血 球 素 量 の測 定 に は ザ ー リ管 を用

い,赤 血球 数 及び 白 血球 数 はBurker-Turkの

計 算 板 を用 い て計 算 した.白 血 球 の 百分 率 は

血液塗 抹標 本 を作 り,白 血球200ケ を 算 え て

そ の 白 血球 につ い て 百 分率 を求 め た.網 状 赤

血 球ば1%ブ リ リア ン トク レシー ル 青 ア ル コ

ー ル溶 液 を塗 抹 せ る標 本 に 血液 を塗 抹 し,湿

潤 シ ャー レに1分 間 入れ 直 ちに 乾燥 し,ギ ー

ム ザ 染 色を施 し鏡 検 し,赤 血球1,000ケ に対

す る 網 状 赤 血球 数 を 測 定 し た.栓 球数 は

Fonio式 を 旧い,赤 血球1,000ケ に対 す る栓

球 数 よ り換 算 した.

(4)　 血清 鉄 量 測 定 法. G. Barkan13),龍 治14)

の法 に 従 い α-α'-Dipyridylに よ る血 清 鉄 量の

測 定 を行 つた.即 ち3%塩 酸 モル ヒネ を体 重

prokg 0.3cc皮 下 注 射 して麻 酔 せ しめ,仰 臥

位 に 固 定 し,乾 燥 注 射 器 に て心 臓 穿 刺 に よ り

約5cc採 血 し,直 ち に遠 心沈 澱 せ しめ全 く血

球 を除 去 した血 清 を 得た.こ の血 清2ccに1.2

%の 塩 酸1ccを 加 え,摂 氏38度 に1時 間 放 置

し,次 い で 是 に1ccの20%三 塩化 酢 酸 液 を 加

え,更 に1時 間放 置 後 約3,000回 転15分 間 遠

心 沈澱 し,そ の上 清2ccに 醋 酸 ソーダ 飽 和 溶

液0.5ccと1%硫 酸Hydrazinを 加 えた 醋 酸 曹
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達 緩 衝 液0.5ccを 加 え,更 に0.1%α-α'-

Dipyridyl液0.5ccを 加 え24間 室 温 に放置

し呈色 せ しめ, Beckmann氏 光電 比色 計 で フ

ィル ター520mμ を用 い吸 光 度 を求 めた.盲

検 として 再蒸溜 水液 を血 清 と同量 用 い て上記

の方法 で 検 し,之 を100%の 透 過 目盛 に 合わ

し被検液 の透 過率 を求 め,こ の値 よ り予 め製

作せ る鉄標 準液(1cc=1mg Ferric Iron第1

化学発 売)標 率 グラ フに照 し血清 鉄 量を 求 め

た.

(5)　網 内 系機能 検査 法. Adler u. Reimann

氏12)法 に よ り測定 した.即 ち 早 朝 空 腹 時 血

清 鉄量 測定 の際 と同様 に して麻 酔 せ しめ,対

照血 清 として心臓 穿刺 に よ り先 づ4cc採 血 し

て血 清を分離 し,次 い で1%コ ンゴ ロー ト溶

液 を体 重Prokg 1ccを 下腿 静 脉 内に 注入 し,

 4分 後 及び60分 後 心臓穿 刺 に て4cc宛 採血 し,

遠心沈 澱 して血 清を分 離す.得 た る血 清 を蒸

溜 水 にて10倍 に稀釈 し,日 立製 光電 比 色 計 に

て緑色 フ ィル ター(BG)を 用 い て 注入 前血

清 を対照 として4分 後 及 び60分 後 の吸 光 度 を

測 定 し,次 の式 を用 い て コ ンゴ ロー ト係 数 を

求 め た.

60分 後の血清色素吸光度/

4分 後 の血清 色素吸光度
×100=コ ン ゴ ロ ー ト係 数

尚このコンゴロー ト係数の値の大な るは網内

系機能低下状態を示 し,小 なる値 の場合は機

能亢進状態 を示す.

第2節　 実験成績

(1)　正常犬 の場合(第1表,第1図)

赤血球数並に血球素 量.血 球素量は3例 共

全経過を通 じて±10%の 増減を示 し,赤 血球

数は ±30万 であつた.尚 血清鉄量及び コンゴ

ロー ト係数測定の為麻酔せ しめた時は,其 の

翌 日の測定値が血球素量,赤 血球数共に増加

の傾向を示 した.

白血球数並 に種類. No. 1, No. 2, No. 3号

犬は夫 々11,200, 13,200, 10,500で あ り,

全経過を通 じて各犬 とも可成大巾の動揺 を示

し ±3,000の 変化を見た.

網赤血球.各 例平均4‰ 前後で,血 清鉄量

測定及びコンゴロー ト係数測定程 度の瀉血で

は著変を認めなかつた.

第1表　 正常犬血液像,血 清鉄量及びコンゴロー ト係数

栓球数.全 経過を通 じて各犬の最高値及び
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最 低 値 は夫 々No. 1号 犬 は134γ%, 112γ%

で あ り, No. 2号 犬 は130γ%, 78γ%で あ り,

 No. 3号 犬 は124γ%, 88γ%で あ り,夫 々の

平 均 値 はNo. 1号 犬 は122γ%, No. 2号 犬 は

104γ%, No. 3号 犬 は106γ%で3例 の 平 均値

は116γ%で あ る.

第1図　 正 常 犬No. 2号 犬

コ ン ゴ ロー ト係 数.全 経 過 を 通 じ 各 例 の

最 高 値 及 び最 低 値 並 に平 均値 はNo. 1号 犬 は

36.4, 39.0,平 均37.8で あ り, No.2号 夫 は

34.2, 35.5で 平 均36.4で あ り, No.3号 犬 は
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45.6, 52.1で 平 均49.4で あ つ た. 3例 の 平

均 値 は41.2で あ つ た.

(2)　体 重Prokg 0.2g骨 髄埋没犬の場合(第

2表,第2図)

赤血球数 並に血球素 量.全 経過を通 じて著

変を認めなかつた.

白血球数並に種類.骨 髄埋没後初期に軽度

の白血球増加を示 し,此 の際 に 一致 して好中

球の軽度増加を認めたが,他 の白血球種類に

著変を見なかつた.

網赤血球. 2例 共骨髄埋没後増加の傾向を

認め,殊 にNo. 8号 犬に於ては 骨髄埋没後2

週間目には術前の6‰ より19‰ に増加せ るを

認 めた.

栓球数. 2例 共著変を認 あなかつた.

血清鉄量. 2例 共骨髄理没後軽度の減少を

示 したが,著 明なる変動は見 られなかつた.

而 してNo. 7号 犬 に於 ては術後43日 目に尚旧

値 に僅か乍 らも達せず, No. 8号 犬は術 後1

ケ月目には旧値 よ り軽度増 加していた.

第2表　 正 常 犬 体 重 当 瓩0.2瓦 骨 髄 埋 没 犬

コンゴロー ト係数. 2例 共骨髄埋没後1ケ

月間は殆ん ど変動せず して術後40日 余に して



120　 岡 野 卓 也

軽度低値を示すに到つた.

第2図　 Prokg. 0.2g骨 髄 埋 没 例No. 8号 犬

(3)　体 重Prokg 0.5g骨 髄 理 没 犬 の場合(第

3表,第3図).

赤血球数並に血球素量.骨 髄埋没 に より3

例共赤血球並に血球素量の増加を認めた.

即ちNo. 4号 犬では骨髄 埋没後増加の 一途 を

辿 り, 2週 間には赤血球ば100万 の増加, 1

ケ月後には300万 の増加を認め,術 前の520

万 より820万 と著明な増加を示 した.又No. 5

号犬 も2週 間後には50万 の増 加, 2ケ 月後に

は200万 に近い増加を示している.然 し乍 ら,

 No. 6号 犬は術後2週 間 までは 増加 を示 し,

術前の540万 より658万 に増加 したが,爾 後

は著変な く軽度の増加を示すに過 ぎなかつた.

第3表　 正 常 犬 体 重 当 瓩0.5瓦 骨 髄 埋 没 犬
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血球素量は概ね赤血球の増減に併行した変化

を示した.

第3図　 Prokg. 0.5g骨 髄 埋 没 例No. 4号 犬

白血球数並に種類.　3例 共骨髄埋没後一過

性 の白血球増多症を示 し,其 の際に一致 して

好中球の増加を示 した.然 し爾後白血球数並

に種類に著変を認め なかつた.

網赤血球. No. 4号 犬, No. 5号 犬 は 骨髄

埋没後10日 目頃及び2ケ 月後 に増加を認 めた

が, No. 6号 犬は術後1週 間 まで軽度増加 し

たが,爾 後は著変を認めなかつた.

栓球数.　3例 共骨髄 埋没後増加の傾向を認

めたが著明な増加は見られなかつた.

血清鉄量.　3例 共骨髄埋 没 後 減 少 す るが

No. 4号 及びNo. 5号 犬は3ケ 月後に到 るも旧

値に復 し得なかつた. No. 6号 犬は45日 後に

旧値 に復 した.即 ちNo. 4号 犬は術前の63γ%

よ り術後10日 には37γ%に 減少 し, No. 5号

犬 では113γ%よ り術後20日 目には76γ%に 減

少 した.爾 後は漸次増加す るも, 3ケ 月後は

尚旧値以下の値を示 し ていた.

コンゴロー ト係数.　 No. 4号 犬は術後軽度

の減少を示 し, 25日 後には旧 値 に 復 した.

 No . 5号 犬は著変な く経過せ るも, 50日 後に

は高値 を示 し網内系機能 の低下状態を示 した.

 No. 6号 犬は骨髄埋没後 一時軽度の 増加 を示

したが, 40日 後には旧値に復 した.

(4)　体 重Prokg. 0.5g骨 髄 連 続 埋 没 犬 の場

合(第4表,第4図)

赤 血 球 数 並 に血球 素 量.　No. 12号 犬 では 第

1回 骨髄 埋没後10日 まで著明に増加 し,赤 血

球数は術前の604万 よ り埋没後8日 には724

万になつた.其 の後減少 し22日 後には549万

となつた.続 いて第2回 の骨髄埋没を施行す

るや,再 び漸次増加 し, 15日 後には657万,

 40日 後 には749万 と著明 な 増 加 を 示 した.

 No. 13号 犬に於 て も第1回 骨髄 埋没後2週 間

まで増加 し,赤 血球数は埋没前 の593万 よ り

12同 後には671万 となつた.次 に第1回 骨髄

埋没後24日 目に第2回 骨髄埋没を行い再び増

加を示 し赤血球数は埋没後15日 目に678万 を

示 し,血 球素量は2例 共赤血球に併行 した.

白血球数並に種類.　2例 共第1回 及び第2

回骨髄 埋没後数 日間白血球増加を示 し,且 つ

好 中球 の比較的 増加を認めた.而 してNo. 12

号犬に於 ては第2回 骨髄埋没後軽度の好酸球

増加を示 した.即 ち埋没前3.5%で あつたの

が第2回 埋 没後は15日 目に6%, 35日 目に

12.5%, 40日 目には14.5%と 増加 した.

網赤血球.　No. 12号 犬に於ては第1回 骨髄

埋没 により6日 後に軽度増加 したが著変な く,

第2回 埋没後10日 頃 より急増 し,埋 没前の5

‰ よ り49‰ と激増 した.然 し乍 ら,爾 後漸次

減少 し旧値 に復 した. No. 13号 犬は埋没前7

‰ であつたが,第1回 埋没後4同 目には15%,

 8日 目には2‰ に急増 し,爾 後減少 して20日

後に旧値 に復 した.第2回 埋没後9日 目に再

び増加 して18‰ となつたが,爾 後著変を見な

かつた.

栓球数.　2例 共骨髄埋没後全経過を通 じて

増加を示 した.

血清鉄量.　No. 12号 犬では骨髄埋没前122γ

%で あつたが,第1回 骨髄埋没後10日 目には

90γ%, 20日 目には84γ%に 減少 し,第2回

骨髄埋没後15日 目には76γ%と 更に減 少 を

続けたが,爾 後増加 し35日 後には96γ%に な
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第4表　 正常犬体重当瓩0.5瓦 骨髄連続 埋没犬
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つ た. No. 13号 犬で は 骨髄 埋没 前140γ%よ

り第1回 骨髄 埋没 後10日 目に160γ%と 増 加

したが, 17日 目には102γ%に 減少 した.第

2回 骨髄埋没後には68γ%に 減少 して35日 後

には再び増加 して126γ%と なつた.

第4図　 Prokg. 0.5g骨 髄 連続埋没 例No. 13号 犬

コンゴロー ト係数. No. 12号 犬に於 ては第

1回 骨髄埋没 後 も不変であ り,第2回 骨髄埋

没後12日 目に軽度の増加を示 した るも35日 目

には旧値 に復 した. No. 13号 犬に於 ては全経

過を通 じて著変を認 めなかつた.

(5)　体 重Prokg. 0.5g筋 肉埋 没 に よ る対 照

犬 の場 合(第5表,第5図).

埋没筋肉は幼若家兎筋肉を用いた.

第5表　 正常 犬に体重当瓩0.5瓦 筋肉埋没例
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赤 血 球数 並 に血 球 素 量. 3例 共全 経 過 を通

じて著 変 な く, No. 9号 犬 に於 て は 赤血 球 数

は ±50万, No. 10号 犬 は ±30万, No. 11号 犬

は ±50万 の変動 を 見 たが,増 加 は 見 られ なか

つた.

白血 球 数並 に種 類. No. 9号 犬, No. 10号 犬

の2例 は筋肉埋没後2週 間頃迄著明 な白血球

増加を認め,こ の期間に 一致 して好 中球の増

加を示 し,其 の他 の種類に変化 を認めなかつ

た. No. 11号 犬は筋肉埋没箇所 に膿瘍を形成

し,白 血球は45日 間増加状態を持続 し,好 中

球 の増加を見た.
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第5図　 Prokg. 0.5g筋 肉 埋 没 例No. 9号 犬

網 赤血 球.　 No. 9号 犬 に於 て筋 肉 埋没 後12

日に 極 く軽 度 の増 加 を認 めた る もNo. 10, No .

 11号 犬 に於 ては 不 変で あ つた .

栓球 数.　 No. 9号 犬 で は 不変 であ つた が,

 No. 10号 犬, No. 11号 犬 で は筋 肉 埋没 後2週

間で は減 少 した.

血 清鉄 量.　 No. 9号 犬, No. 10号 犬 は 筋 肉

埋 没後 軽 度 の減 少 を示 し, No. 9号 犬 は50日

後 に旧値 に復 し, No. 10号 犬 は23日 後 に 旧値

に復 した.然 るにNo. 11号 犬 で は筋 肉 埋 没後

10日 目に は埋没 前 の120γ%よ り66γ%に 半 減

し, 23日 後 に は更 に減 少 して28γ%, 1ケ 月

後 には25γ, 70日 後 に は22γ%と 著 明 な減

少 を 見た.

コ ン ゴ ロー ト係 数 .　 No. 9号 犬 に於 ては 筋

肉 埋 没後1ケ 月軽 度減 少 した る他 は 殆 ん ど変

化 を 認 め なかつ た. No. 10号 犬 は漸 次 軽 度の

増 加 を 見た. No. 11号 犬 は1ケ 月後 まで は著

明 に減 少 した が, 2ケ 月後 には著 明 に増 加 し

た.

第3章　 骨随埋没に よる血 液像,

血 清鉄,及 び網内系機能

の變動 と組織鉄 との関係

第1節　 実験材料並 に実験 方法

第2章 第1節 で述べたる如 き方法を用 いて

実験 し,頸 動脉切断によ り放血致死せ しめ肝,

脾,腎,骨 髄 の各臓器を取 り出 した.尚 埋没

骨髄量は岡本5)ら の実験及び余の前章の実験

か ら造 血促進作用に至適 と考え られ るProkg ,

 0.5gを 用いた.対 照 に は 埋没せ ざる犬を用

いた.

(1)　 Haemosiderin鉄 証 明 法.　 上 述 に よ つ

て得 た肝,脾,腎,骨 髄 を10%「 ホ ル マ リン」

固定 後 「パ ラ フ ィン」 で 包 理 し, 0.4μ の厚

さの 切片 を 作 り,次 の2つ の 染 色法 を 用 い鏡

検 観察 した.

1)　 「ベル リン」 青染 色(Pers)(以 下之

をB染 色 と略 す)

2)　 「タ ン ブ ル」 青 染 色(Tirmann-

Schmelzer)(以 下之 をT染 色 と略 す)

(2)　 Ferritin鉄 定 量 法.　S. Granik15)の 比 較

定 量法 に よ り肝,脾,腎,骨 髄 に於 て検 索 し

た.即 ち上 記 放血 致 死 後 各 臓器1gに 生 理 的

食塩 水2ccを 混 じ,乳 鉢 に て充 分 乳剤 とな し,

之 を試 験 管 に入 れ て24時 間室 温 に 放 置後 ,

80℃ の 温湯 中で2乃 至3分 間加 温 し,放 冷後

遠 心沈 澱 を行 い,上 清0.2ccと20%硫 酸 「カ

ドミウム」 溶 液0.7ccを 混 じ,「 オブ エ ク ト

グ ラス」上 に1.5cm平 方 に 「ワゼ リン」 にて

封 入 し, 48時 間 氷室 に放 置 後(冬 期 は室 温 放

置)鏡 検 し,黄 金色 八 面 体 のFerritin結 晶

を算定 した.

第2節　 実験成績

Haemosiderin鉄 証 明 成 績 表 中 に 於 け る

(-)(+)(〓)(〓)等 の符号はHaemosiderin

鉄顆粒の摂取量を検者の主観的表価 によ り現

わ した もので ある.

大体に於 て(-)は 顆粒 を全 く認めないか,

或 いは甚だ微に認 める ものである.(+)は 一

般に少量の疎 なる顆粒沈着 し,粗 大顆粒又は

凝塊をなす事甚だ少 きを意味 す.而 して(〓)

は沈着 著明に して粗大顆粒或いは凝塊を含む

ものであ る.

Ferritin鉄 量は鏡検に よ り倍率(10×10)で

Ferritin鉄 結晶を算定 し,次 の如 く表示 した.

(-)　 存在せず

(+)　 数視野に1ケ

(〓)　 平 均1視 野に1～5ケ

(〓)　 平均1視 野に5～10ケ

(〓)　 平均1視 野に10～20ケ

(〓)　 平均1視 野に20ケ 以上

(1)　正常犬に於け る場合(第6 . 7表)

末梢血液像,血 清鉄量並 に コンゴロー ト係
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数は第6表 の如し,

第6表　 正 常 犬 血 液 所 見

肝臓:肝 細 胞 にはB, T両 染 色 に於 て 全例

に鉄顆粒 を認 め なか つた.星 芒 細胞 に於 ては

No. 55号 犬 以 外 の3例 に 胞体 中 痕跡 程 度 の

Haemosiderin鉄 顆 粒 を 認 めた. Ferritin鉄

はNo. 59号 犬 に少量 認 めた 他 は,す べ て 多

量 認 めた.

脾臓:Haemosiderin鉄 は全例に認めた.

即ち脾竇 内に存 し,大 部分は大貪喰細胞の胞

体中に不規則粗大なる顆粒 として沈着 し,又

一部竇壁内細胞の胞体中 に 微細 な 顆粒 とし

て、又瀰漫性に青染 して存在す るもの もある.

 Ferritin鉄 はNo. 57号 犬に多量に,他 の3例

に於 ては中等度に之を認めた.

腎 臓:Haemosiderin鉄 はNo. 57号 犬 に於

てB, T両 染色 で 腎絲 毬体 及 び細 尿管 に 微細

な る顆 粒 として極 く微 量 に認 め, No. 58号 犬

に於 てはT染 に て細 尿 管 に痕 跡的 顆 粒 を認 め

た以外 はすべ て陰性 で あつ た. Ferritin鉄 は

No. 57号 犬に多量に認めた以外はすべ て中等

度に存在 した.

第7表　 正常犬組織鉄

骨髄:Haemosidein鉄 はNo. 59号 犬 に於 て

T染 色 のみ 陰性 で あ る他 は すべ て陽性 に認 め,

殊 にNo. 57号 犬 はB, T両 染色 で 著明 に認 め

られ た.

Ferritin鉄 はNo. 58, No. 59号 両 犬 に少 量

認 めた が,他 の2例 は 多 量存 在 した.

第8表　 骨 髄 埋 没 犬 血 液 所 見

(2)　骨髄 埋没 後1週 間 の場 合(第8, 9表).
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第9表　 骨髄埋没後1週 間

骨 髄 埋没 前 並 に埋 没後1週 間に於 け る血 液

像,血 清 鉄量 及 び コ ンゴ ロー ト係 数 は第8表

に示 す が如 く2例 共,埋 没 後赤 血球 数 及び血

清 鉄量 の 軽度 減少 を示 して い る.

肝 臓　 Haemosiderin鉄 は2例 共肝 細胞 に

認 め られず,星 芒 細胞 に 於 てはNo. 53号 犬 に

認 め られ た る も,極 く微 量で あ つた. Ferritin

鉄 は2例 共 多数 認 めた.

脾 臓:Haemosiderin鉄 はNo. 53号 犬 に於

てB, T両 染 色 の脾 竇 内 に軽 度増 量 してお り,

鉄 顆粒 は顆 粒 状 或 いは 不 規則 な る遊 離 片 とな

つ て いた . No. 52号 犬 に於 ては 正常 犬 と同 様

痕 跡 程 度 の鉄 顆粒 を認 め たに 過 ぎ なか つた.

 Ferritin鉄 は2例 共 中等度 陽性 で あ つ た,

腎 臓:Haemosiderin鉄 は2例 共 すべ て陰

性 で あつ たが, Ferritin鉄 は2例 共 中等 度 陽

性 で あつた.

骨髄:Haemosiderin鉄 はNo. 52号 犬 には

中 等 度, No. 53号 犬 は 少 量 に 認 め た が,

 Ferritin鉄 はNo. 52号 犬 とNo. 53号 犬 と比 較

す る とNo. 53号 犬 の 方 が 多量 に存 在 して いた.

(3)　骨髄 埋没 後2週 間 の場 合(第8, 10表)

骨髄 埋 没 前 並に 埋没 後2週 間 の血 液像,血

清 鉄 量並 に コ ン ゴ ロー ト係 数 は第8表 に示 す

が 如 く,骨 髄 埋 没 後赤 血球 の少 量増 加,血 清

鉄 量 の 中 等 度 減 少 を 見,コ ンゴ ロー ト係 数

No. 50号 犬に於 ては著 明 に減 少 した るを 見た.

肝臓:Haemsiderin鉄 は 肝細 胞 に於 てB, T

染色 上 認 めず.星 芒細 胞 は全 例 に 鉄 顆粒 の軽

度沈 着 を認 めた. Ferritin鉄 は2例 共 多量 に

存 在 した.

脾 臓:Haemosiderin鉄 は2例 に 於 て認 め

る も,正 常 の場 合 と殆 ん ど変 りな く,脾 竇 内に

少 量 の顆 粒 を認 め た. Ferritin鉄 はNo. 51号

犬 は陰 性 で あ り, No. 50号 犬 は 少 量存 在 した.

第10表　 骨髄 埋没後2週 間

腎 臓:Haemosiderin鉄 はNo. 51号 犬 のB

染 色 に於 ての み痕 跡 的 に認 めた だけ で,他 は

す べ て陰性 で あつ た. Ferritin鉄 は2例 共少
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量 で あつ た.

骨髄:Haemosiderin鉄 はNo. 50号 犬 のT

染 色 で実質 細 胞 内 に稍 々多 量 に認 め, No. 51

号 犬 には少 量 存在 した. Ferritin鉄 はNo. 50

号 犬 に著明 で, No. 51号 犬 は之 に比 し少 か つ

た.

(4)　骨髄埋没後3週 間の場合(第8, 11表)

骨髄埋没前並に埋没後3週 間の血液像,血

清鉄量及びコンゴロー ト係数は第8表 に示す

如 く, No. 47号 犬は赤血球の軽度減少あ り,

血清鉄量は不変であつたが, No. 48号 犬は約

70万 程減少 し.又 血清鉄量 も著明に減少 した.

尚No. 48, No. 60号 犬は死後埋没 箇所を切開

す るに膿瘍形成を認めた.

第11表　 骨髄埋没後3週 間

肝 臓:Haemosiderin鉄 はNo. 48号 犬, No. 

60号 犬 のT染 色 で肝 細胞 に顆粒 状 の 鉄顆 粒 を

認 めた他 は陰性 で あつ た が,星 芒 細胞 に於 て

は 軽度 の沈 着 を 見,殊 に肝 小 葉周 辺 部 に多 く

認 め られた. Ferritin鉄 は3例 共多 量 認 め ら

れ た.

脾臓:Haemosiderin鉄 は 正常 よ りも稍 々増

加 を示 した.即 ち赤色 髄 中に殊 に竇 内の貪 喰

細胞 体 内に不定 形 の顆粒 として沈 着 し,又 遊

離 片 として 多数 存在 す る.殊 に膿 瘍 を形 成せ

るNo. 48号 犬, No. 60号 犬 に於 て著 明 に認 め ら

れ た. Ferritin鉄 はNo. 47号 犬は 少 量で あ り,

 No. 48号 犬, No. 60号 犬は 中等 度 存 在 した.

腎臓:Haemosiderin鉄 はNo. 48, No. 60

犬 のB染 色 で 中等度, T染 色 で 多量 の顆 粒 を

絲 毬体,細 尿 管 上 皮細胞 に認 め, No. 47号 犬

は 極 く少 量 の顆粒 を認 めた. Ferritin鉄 は3

例 共 多 量存 在 した.

骨髄:Haemosiderin鉄 は3例 共 実質 内 に

沈 着 してお り, No. 47号 犬 はT染 色 に よ り稍

多量 に認 め た. Ferritin鉄 はNo. 47号 犬 に 著

明 に して, No. 48号 犬 では 中等 度 に 存在 せ る

を認 めた.

(5)　骨髄 埋没後4週 間 の場 合(第8, 12表).

骨髄 埋 没 前並 に埋 没 後 の血 液 像,血 清 鉄 量,

コ ンゴ ロー ト係 数 は 第8表 に示 す が如 く, 2

例 共赤 血 球数 は著 明 な増 加 を示 し,血 清 鉄 量

は 軽度 の 減少 を示 してい る.コ ン ゴ ロー ト係

数 は一定 の傾 向 を示 さな い.

肝 臓:Haemosiderin鉄 は肝 細胞 には 殆 ん

ど見 ない が, No. 49号 犬 のT染 色 に於 て肝小

葉 周辺 の細胞 に認 めた.星 芒細 胞 は軽 度 の 鉄

顆 粒増 加 を認 め た. Ferritin鉄 は2例 共 中等

度 に存 在 した.

第12表　 骨髄埋没後4週 間

脾臓:Haemosiderin鉄 は2例 共 正常 犬 よ

りも増加 し,赤 色髄 内 に不定 型 の 顆粒 として

或 いは遊 離 の片 塊 として多 数存 在 す るを認 め

た. Ferritin鉄 も中等 度 存在 す.

腎 臓:Haemosiderin鉄 はT染 色 で2例 共

絲 毬 体 或 いは 細 尿管 上 皮細 胞 に散 在 す るを認

む るも, B染 色 で はNo. 49号 犬で は 陰性 で あ

つ た. Ferritin鉄 はNo. 46号 犬 に 稍 多 く,

 No. 49号 犬は 中等 度 に 存在 した.

骨髄:Haemosiderin鉄 は2例 共骨髄 実質

細 胞 中に 多 量 に沈 着 して い るが, Ferritin鉄

は 正常 に比 し特 に顕 著 な 変 化 を 認 め な か つ

た.

第4章　 総 括並 に 考 按

以 上各 項 に亙 り述 べ た る各 種 実験 の成 績 を



130　 岡 野 卓 也

総括す ると次の如 くで ある.

正常犬に於け る血液像,血 清鉄量 及びコン

ゴロー ト係数につき40日 間観察す るに,時 間

的変動及び諸種人為的要約 による変動は比較

的少 く著変を認めなかつた.然 るに幼若 家兎

赤色骨髄 を大腿筋膜下に埋没す るや,そ の 願

が体重Prokg. 0.2gで は血液像に変化な く,

網赤血球の軽度増加を見 るに過ぎない.然 し

之は骨髄造 血促進作用の片鱗 と考 えられ,至

適量 たる体重Prokg. 0.5gの 骨髄を埋没する

事 によ り,埋 没 後10日 頃に先行すろ網赤血球

増加 に伴 う血球 素量,赤 血球数の増加た 来た

し,一 方血 清鉄 量の減少,網 内系機能の軽度

亢進 を認め,更 に同様連続埋没す ろ事によ り,

いづれ も促進的効 果を認めた.然 るに 対照た

る筋 肉埋没 犬にに於てび 造血促進な認 めざるの

みならず,血 清鉄 量の 初期軽度減少並に網 内

系機能不変か,寧 ろ機能 低下の状態 を示した.

尚対照例中膿瘍形成な見た例に 於ては血清鉄

量は著明に減 少し,網 内系機能 の亢 進を 見た.

斯 くの如 く血球生成 機能の旺盛な る際は鉄の

消費増加の結果血清鉄量の減少 を招 来す るを

以 て,至 適 量た る骨髄Prokg. 0.5g埋 没に伴 う

全 身の貯臓 鉄の 変動を求追 し,第3章 に述べ

た る成績を得た.即 ら網内系の 主要 部分を構

成す る肝,脾,腎,骨 髄 等の諸臓器に就て見

るに,骨 髄 埋没後1週 間では 各臓 器に於け る

Haemosiderin鉄, Ferritin鉄 に 変化な く, 2

週間後の造血促進せ る際には 脾 臓 に 於 け る

Ferritin鉄 が減少 し, Haemosiderin鉄 は不変

であつた. 3週 間及び4週 間後に於 ては 各臓

器のFerritin鉄 に 変化はないが, Haemoside

rin鉄 が増 加 し,殊 に膿瘍形成例では著明な

る血 清鉄量の減少,各 臓器に於 け るHaemo

siderin鉄 の著明 な増加を認めた.

以上の 事を 考察す るに先づ 正常 犬に於け る

血液 像,血 清鉄 量及 びコンゴロー ト係数に 及

ぼす人為的 要約の1つ としては塩酸 モル ヒネ

を用 いて犬を麻酔 した事 が挙げ られ るが,こ

の場合1乃 至2日 の食嗜欠損を起 して実験の

翌 日の血球素量並に赤血球数の軽度の増加を

見 るも,食 慾恢復 と共に 正常 に復 したのであ

つ て,こ の こ とは血 液濃 縮 に よ る ものな らん

と思 考す.

第13表　 正 常 犬 末 梢 血 液 像

(Alexandrovに よ る)

次 にProkg. 0.2gの 骨 髄 埋 没 を 行 うに,網

赤血球の軽度増加を見るも増血の兆なきは,

大野2)の 云 うが如 く造血臓器を刺戟はす るも,

増血 を招来す るには尚量的に不充分な るによ

るものな らん と思われ,次 いでProkg. 0.5g

に増 展して埋没す るや,長 期に亙 り著明な増

血を来た したのは この証左であ る.尚 此 の際

血球生成に鉄の利用が亢進す る為,血 清鉄量

の減少 と網内系機能の軽度亢進が 見られ る.

又対照た る筋 肉埋没にてはかか る増血的 效果

な認められず,更 に膿瘍形成例 の2例 には貧

血 と網内系機能の著明な亢 進 と血 清鉄量の激

減を 来たした.以 上の事実 よ り埋没 した赤色

骨髄 中に造 血促進物質の存在す る事は明 らか

に して,大 野2),岡 本,溝 手,抽 本5)ら の云

うが如 く骨髄物質がその量適 当な らば,之 を

非 径口的 に投 与した る際特 異的に造血 組織に

作用 して赤血球増 多症 を 来たす もので あ り,

而 して増血作用機転の一つ として宮川1)の 云

う 「ア ク トホル モン」的に直接造血組織を刺
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戟 して比 較的 長期 に亙 り赤血球 増 加 を来 たす

もの と考 え られ る.尚 犬 を用 い て骨髄 埋没 実

験を行 うに 当 り,正 常 犬 の 血 液 像 に 就 て

Alexandrov16)及 びKohanawa17)の 報 告 を参

照 とす れ ば第13表 の如 くで あ る.余 の26例 に

就 ては第14表 の如 くで あ る.茲 に注 意 すべ き

は大部 分 の犬 の糞 便 中よ り鉤 虫卵 を 証 明す る

事 で あ る.即 ち教室 平 木 教授,米 谷18)に よ り

鉤虫は 鉄代謝 に 著明 な影 響 を 及ぼ す成 績 が得

られ てい るので,血 液 像 並に 鉄代謝 に関 す る

実験 に犬 を用 うる際 は,鉤 虫 の有 無 に慎 重 な

る注意 が必 要 で あ る.扨 て犬 の 血 清 鉄量 は

Warburg19)に よれ ば人 間 の そ れ よ り多 い と

云 わ れ,山 田20)は110～150γ%,米 谷21)は

100γ%前 後 の値 を 記 載 し て い る.余 の成績

で は62～182γ%,平 均108.8γ%を 示 した.

第14表　 正 常 犬に 於け る血 液 像,血 清鉄 量,コ ンゴ ロ ー ト係 数

扨て骨髄埋没を行うや増血と共に血清鉄量

の減少を招来 し長 く旧値 に復 さない.血 清鉄

量の減少を来たす要因 としては① 失血,② 胃

腸 よりの鉄吸收低下,③ 体外排泄量増加,④

血色素合成の増加,⑤ 貯蔵鉄 としての臓器内

貯 蔵等が考え られ るが,夫 等につ き骨髄埋没

と関聯 して少 し く考察 するに,先 づ骨髄 埋没

時殆んど見るべ き大出 血はな く,こ の手術の

みにてか くも長期に亙 る持続的血 清鉄量減少

は考えられず,又 仮 に出血による血清鉄低下

とすれば,当 然可成 の貧血があ る筈で あるか

ら① に就ては一応否定出来 る.② に関 しては

骨髄 埋没初期の数 日間は食嗜欠損乃至減退が

あ り,従 つ て生体の必要 とす る鉄の吸收及び

摂取が不能 にな るか或いは減退す る事は考 え

られる.然 し通常動物は間 もな く食慾恢復す

る事に よ り一 応之 も否定 して よい と思 う.③

に関 しては近時M. C. Cance & Widdowson22)
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の研 究 や, Balfour23), Hahn24), Whipple25)

 Copp26)等 の 標 式 元 素 鉄 の 研究 に よ り鉄 の 体

外 排 泄 は 極め て微 量 で,無 視 し得 る程 度 の も

の で あ る事 が確 認 され た ので 問 題 にな らない.

④ に関 しては 元 来移 動 鉄 として存 在す る血清

鉄 と諸 臓 器殊 に 網 内系 に貯 蔵 され て い る貯 蔵

鉄 との間 には 交 流が あ り,骨 髄 埋 没 に よ り造

血 機 能 の亢 進せ る場 合当 然血色 素 の合 成 に 多

量 の 鉄 が 利用 せ られ るの で,之 を 補わ ん と し

て 上述 の臓 器 鉄 が血 清鉄 へ 動 員せ られ 骨髄 其

の他 の造 血臓 器 に移 動 を行 い,こ の 為 に血 清

鉄 量 の減 少 を来 たす 筈 で あ る.尚 この貯 蔵 鉄

に 関 す る 研 究 は 近 年 著 る し く発 展 し, S.

 Granik27),妹 尾 教授28)ら に よ れ ば 胃腸 管粘

膜 よ り吸 收 さ れた 鉄は2価 のFerritinと な

り肝,脾,骨 髄 等 に貯 蔵 され,こ のFerritin

は 細 胞 内 の少 量 の2価 鉄 「イ オン」 と平 衡 を

保 ち,又 この 「イ オ ン」 は血 清 中の3価 の鉄

「イオ ン」 と も平 衡関係 に あ り,要 求 に 応 じ

て 血 球生 成 の 為に 出動 利 用 され, 2価 鉄 の状

態 でPorphylin核 内 に入 り,血 色 素生成 に 利

用 され る と云 わ れ てい る.尚 貯 蔵 鉄に は この

他Haemosiderin及 び 僅少 のlabile ironも 含

まれ るが, Heilmeyer29)はHaemosiderinは 直

接 鉄代謝 過程 に 介在 せ ず,機 能的 な 働 きをす

る鉄 はFerritinで あ る と述 べ てい る.扨 て

余の 実験 に於 て骨髄 埋没 後2週 間 の組 織 所 見

及び 組 織鉄 定量 にて,造 血 機能 の促 進 せ る際

の脾 臓 に於 け るFerritinの 減少 は 骨髄 の 鉄

需 要 亢 進 に伴 い 脾臓 のFerritinが 骨髄 へ 移

動 した 為 と解せ られ,此 の 際他 臓 器殊 に貯 蔵

鉄 の 最 も大 な る 肝 臓 に於 け るFerritinの 減

少 を 見 なか つた の は, Hahn30)及 びGranik27)

の 云 うが如 く,肝 臓 に存 在す るFerritinの

量 が 脾 臓 に存 在 す るFerritinの 量 よ り遙 か

に多 量 で あ る為,比 較定 量 法 に よつ ては 減 少

として 表わ れ な かつ た も の で あ ろ う.⑤ に

就 て は網 内系 が主 要 な る鉄 の貯 蔵所 で あ り,

 Vannotti31)に よれ ば 肝,脾,骨 髄 を 中心 とし

た 網 内系 は鉄 を 抑溜,貯 蔵 し,又 生 体 の必 要

に 応 じて鉄 を血 清 中へ 動 員す る もので あ り,

鉄 代謝 に関 しては 「metabolie pool」 を な して

い る と云 つ て お り,其 の 他 鉄 代謝 と 網 内 系

と の 関 係 に 就 て 組 織 学 的 にEppinger32),

 Ascher33), Zimmermann34), Vogel35), Braun

steiner36),岩 田37),大 里38),井 村39),田 中40),

天 野41),妹 尾42)の 実 験 的研 究 が あ り,又 血 清

鉄 の 面か らはHeilmeyer43), Moore44), Buch

mann45),三 浦16),島 村17),三 方48)ら の研 究

が あ り,最 近標 式 元素 鉄 を 用 い たFinch49),

 Austoni50),中 尾51)等 の 業績 が 挙 げ られ る.

即 ちAschoff52),清 野11)の 生 体染 色 研究 以来

感 染症 の時 は網 内 系が 活 動性 とな る事 は事 実

で, Heilneyer43)は 感 染 症時 の血 清 鉄 の減 少

は 網 内系 機 能亢 進 に 基 く網 内 系へ の鉄 抑溜 に

よ る もので あ る と云 つ て お り, Wintrobe53),

三 方48)も 同様 の事 実 を認 め てい る.

扨 て 余 の実 験 に於 て骨髄 埋没 時 の血 清 鉄 量

減 少 と網 内系 機 能亢 進 とは,上 記 の 如 き感 染

症時 のそ れ と相 似 た 現 象で あ り,而 も骨髄 埋

没 時 に は造 血 を見,一 方 感 染時 に は 貧 血 を 見

る と云 う相 反す る現 象 の生 ぜ し成 因 は次 の 組

織 鉄 の実験 的 研 究 で判 明 した.即 ち 骨髄 埋没

に よ り造 血促 進 を 見た例 の肝,脾,骨 髄 に於

け る鉄沈 着 量 と膿 瘍 を形 成 し血 清鉄 量減 少 並

に網 内 系機 能亢 進 を来 た し,而 も貧 血 を生 じ

た例 に於け る肝,脾,骨 髄 の鉄 沈 着 を 比 較 す

れ ば,造 血促進 を 見た例 は臓 器 に 於け る鉄沈

着 は 正常 に 比 し変 りが な い のに 反 し,膿 瘍形

成 例に 於 ては 著明 な鉄 沈 着 が認 め られ た.こ

の事 実 は即 ち造 血臓 器 に 於け る血 球 生成 へ 鉄

の利 用 著 る し く,従 つ て 血 清鉄 量が 先 づ減 少

し,之 を 補 わ んが 為,網 内系 の鉄 動 員機 能が

亢 進 し,該 系統 に 蔵 せ られ てい た貯 蔵 鉄 を血

清 中へ 動 員す るが,之 に よ る鉄 の補 給 が血 球

生 成 に 利 用 され る鉄 量 に及 ぼ な い為,血 清 鉄

量 の減 少 を来 た した もの と思 う.一 方膿 瘍形

成 例 に於 て は感 染 防禦 の為 に 網 内 系 の抑 溜機

能 が亢 進 す る と共 に,血 球 破壊 亢 進 に よ り生

じたHaemosiderinの 摂 取 も盛 ん とな り,又

網 内 系 に貯 蔵 され てい る貯 蔵鉄 の血 清 へ の動

員 が 阻 止 され る為,血 清 鉄 の著 明 な 減 少 を 見,

又 組 織 に於 け る鉄 沈 着 が増 加 す も の と考 え ら

れ る.
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第5章　 結 論

余は赤色骨髄埋没に よる造血機能促進を究

明せんと思い,之 を鉄代謝 と網内系機能の両

面 より観察 し,次 の如 き関係に ある事を知つ

た.即 ち造血機能を亢進せ しむ るに適量(体

重Prokg. 0.5g)の 骨髄を 大腿筋膜下に埋没

す る事によ り,増 血 と網内系機能の軽度亢進

と,血 清鉄量の減少を招来す.之 は造血機能

亢進による貯蔵鉄 の利用促進 の結果であつて,

之は臓器鉄について見ると,造 血盛 んなる間

は脾臓に於けるFerritn鉄 は減少傾向を示 し

たが,組 織 のHaemosiderin鉄 の沈着状態は

正常 と変 らなかつた.之 に反 し,感 染症時に

見る血清鉄量減少は感染防禦に基 く網内系機

能亢進による鉄の抑溜,殊 に亢進せ る血球破

壊に伴つて生 じたHaemosiderinの 摂 取,沈

着 と造血臓器の鉄 の利用不全に基因す るもの

であ り,従 つて同時に貧血を招来 した もので

あ り,造 血促進時 の網内系機能亢進,血 清鉄

量減少 と感染症時 の網内系機能亢進,血 清鉄

量減少 との間には本質的相異がある.

以上赤色骨髄 埋没に よる造血促進は鉄代謝

及び網内系機能 と密接 な関係に ある事を知 る

と共に,其 の機能の一端を も明 らかに し得た

もの と考える.

稿を終るに臨み終始変らぬ御懇篤な御指導と御校

閲を賜りし恩師平木敎授に深甚の謝意を表わすと共

に,大 藤助敎授の御校閲と御援助に深謝す.
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附 図 説 明

附図1.　 正常犬脾臓(B青 染色)脾 髄中に鉄顆粒を殆んど認めず

附図2.　 膿瘍形成犬(B青 染色)脾 臓 中に多数の鉄顆 粒の沈着を認める.

附図3.　 正常犬脾臓(B青 染色)強 拡大.

附図4.　 膿瘍形成犬(B青 染色)強 拡大.

附図5.　 正常犬肝臓に出現せるFerritin結 晶.視 野中大小6個 の八面体のFerritin鉄 結晶を示す
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Experimental and Clinical Study on the Bone Marrow Transplantation.

Part 1: Co-relation between the shift of blood picture due to

 the bone marrow transplantation, iron metabolism and

 function of reticuloendothelial system.

By

Takuya OKANO

Increase of blood cells, decrease of serum iron quantity and a slight degree of over-

function of reticuloendothelial system will be induced, by transplantating some suitable

 amount (Prokg. 0.5g) of bone marrow in a dog's subfascia of femur. This has been caused

 in urging to utilize the accumulated iron owing to promotion of hematopoetic fanction; if

 we investigate it about organic iron, when the blood showing an increase, ferritin in the

 spleen showed a tendency toward decrease, but the deposits of hemosiderin in tissue has

 proved little alteration from its normal state, Contrary to this, any decrease in serum iron

 observed under infected state, would rightly be ascribed to the retained stock of iron due

 to excessive function of reticuloendothelial system, due to protecting infection; esp., what

 comes from the absorption and deposits of hemosiderin produced along with excited breakage 

of hemoglobin, or resulted from imperfect utilization of iron, in hematopoetic organs;

 so that, there is seen certain essential differences between the excessive function of reticulo

 endothelial system when hematopoetic organs is stimulated, and decrease in serum iron;

 further, on occasion when hematopoetic function is urged according to the bone marrow

 transplantation, we could realize that a close connection exists between the iron metabolism

 and function of reticuloendothelial system: at the same time, could verify partly the mecha

nism in creating blood cells the occasion.
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